






要約:乳幼児の発達は通常は親のもとでおきるが、NlCU 環境では児の救命が第一とされ、

母子の発達の場としては充分とはいがたい。また母親は早産のため母性不全ともいうべき

状態に陥っている。そこで母子の愛着形成を促進し、母子の発達を促進する意味でカンガ

ルーケアを試み、その効果について検討した。カンガルーケアにより、母親の児に対する

親密感は増し、児への否定的感情も改善されていった。しかし、退院直前に否定的感情へ

とやや後退する傾向にあった。児は体温維持、酸素化の面では保育器内と同等あるいはそ

れ以上の安全性を示した。カンガルーケア中は安定した静睡眠によるとおもわれる酸素分

圧の変動係数の低下が観察され、保育器に戻すと再びが変動係数が増した。

このことによりカンガルーケア中に児は安定し、原始的な母親に対する愛着が始まること

が示唆された。


